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「
身
の
危
険
感
じ
る
騒
音
」

党
高
知
県
議
団
・
松
本
矯
本
山
町
を
調
査

日
本
共
産
党
高
知
県
議
団
と
松
本
け
ん
じ
参
院
徳
島
・

高
知
選
挙
区
候
補
ら
は
8
日
、
米
軍
機
の
低
空
飛
行
問
題

で
本
山
町
に
調
査
に
入
り
ま
し
た
。

保
育
士
や
保
護
者
（
右
列
）
と
懇
談
す
る
松
本
氏
（
こ
ち
ら

向
き
左
か
ら
3
人
目
）
と
県
議
団
＝
8
日
、
高
知
県
本
山
町

同
町
は
米
軍
機
の
低
空

飛
行
訓
練
ル
ー
ト
「
オ
レ

ン
ジ
ル
ー
ト
」
の
直
下
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

町
に
よ
る
と
、
4
月
日

日
に
米
軍
の
戦
闘
機
2
機

が
午
後
0
時
帥
分
、
同
0

時
5
2
分
、
同
1
時
の
計
3

回
、
中
心
街
の
上
空
を
超

低
空
で
飛
行
。
町
役
場
の

騒
音
計
で
は
い
ず
れ
も
1

0
0
筋
を
超
え
、
住
民
か

ら
「
身
の
危
険
を
感
じ
る

ほ
ど
の
騒
音
だ
っ
た
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
地
元
紙
に
よ
る
と
、

最
後
の
飛
行
の
約
4
0
分
後

に
、
同
じ
空
域
を
高
知
医

演
セ
ン
タ
ー
の
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
が
飛
行
し
ま
し

た。

一
行
が
町
役
場
で
懇
談

し
た
細
川
博
司
町
長
は
、

米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練

は
安
心
、
安
全
の
生
活
環

境
を
乱
す
と
厳
し
く
批

判
。
防
衛
省
が
地
方
自
治

体
に
蔓
剛
に
飛
行
ル
ー
ト

な
ど
の
情
報
を
知
ら
せ
な

い
こ
と
は
「
不
都
合
の
極

み
」
と
の
べ
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
安
全
な
運
行
へ
の

対
応
を
求
め
ま
し
た
。

本
山
保
育
所
で
は
大
西

利
恵
所
長
（
駆
）
ら
か
ら

話
を
聞
き
ま
し
た
。
日
日

は
昼
寝
の
時
間
に
戦
闘
機

が
真
上
を
飛
び
、
保
育
士

は
子
ど
も
た
ち
が
爆
音
に

び
っ
く
り
し
て
跳
び
起

き
、
「
怖
い
」
と
泣
き
出
し

た
り
し
た
と
語
り
ま
し

た。
保
護
者
会
の
田
岡
優
会

長
（
4
3
）
は
「
私
自
身
、

危
な
い
と
感
じ
た
。
事
故

が
起
き
て
か
ら
で
は
取
り

返
し
が
つ
か
な
い
」
。
3

歳
の
長
男
を
通
わ
せ
る
田

岡
友
香
さ
ん
（
4
4
）
は
「
な

ぜ
住
宅
街
の
上
を
飛
ば
な

い
と
い
け
な
い
の
か
」
と

批
判
し
ま
し
た
。

大
西
所
長
は
保
育
所
が

子
ど
も
た
ち
に
恐
怖
を
感

じ
る
場
所
に
さ
せ
ら
れ
て

い
る
と
し
、
「
こ
の
ま
ま

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
命

が
守
れ
な
い
」
と
の
べ
ま

した。日
日
の
飛
行
を
受
け
、

保
護
者
会
は
低
空
飛
行
訓

練
の
中
止
を
求
め
る
は
が

き
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

ます。松
本
氏
は
低
空
飛
行
訓

練
を
中
止
さ
せ
る
た
め
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
る
と
語

り
ま
し
た
。


